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2011年 8月29日（月）:  中国（河口市と昆明）
07:45 朝食
08:50 河口市の朝市場見学
09:45 河口市⇒昆明市（自動車）
16:45 昆明市ホテル着
18:30 夕食
　中国2日目は、河口の朝市を見学した。この朝市は、ベトナム
からの農作物販売者、顧客が入り混じる、かなり雑然とした市場
であった。野菜、肉、魚、生きた鶏、昆虫、惣菜、雑貨、薬草
などが販売されていた。特に、生きたままの鶏が販売されてお
り、その場で鶏を絞め、羽を取るために熱湯の中に入れられた
後、洗濯機に似た専用装置で回転させると、羽がきれいに取れ
て出てくるという一連の流れを見たこと、枝肉の横に頭が置いた
まま販売されていたこと（おそらく犬であろう）は、非常に衝撃的
であった。これらは非常に残酷に思えたが、我々の食生活、ひ
いては命が多くの動物の犠牲の上に成り立っていることを感じた
貴重な経験であった。衛生状況に関しては、かなり悪く、地面
に敷かれた青いシートに魚が並べてあり、そのすぐそばで魚をさ
ばくお店や、肉の解体場とブロック肉の販売場が同じであるよう
なお店がほとんどであった。また、かなり高温な地方であるので、
生肉や生魚の常温販売が非常に気になった。市場内には、朝食
を取ることのできるお店や、揚げパンやゴマ団子等をその場で揚
げ販売しているお店もあった。日本では、あまり朝食を外で取る
という習慣がないが、中国にしろ、ベトナムにしろ、朝から外で
フォーやおかゆ、肉まん等を食べて出勤する人が多いなど、外
食の比率が大きいとのことで、日本との食文化の大きな違いを感
じた。このような地域では、外食が多い分、飲食店や屋台で使
用されている油や調味料、食材の安全性も、健康に与える影響
が大きいと考えられる。
　河口で朝市を調査した後、昆明まで移動した。400km以上の
長距離移動であり、休憩を含め7時間もかかった。河口からの高
速道路の入り口では、国境地域ということで検問があり、パスポー
トのチェックを受けた。中国の高速道路は、想像以上に整備さ
れており、スムーズに走行できる道であった。サービスエリアの
ようなものもあったが、基本はガソリンスタンドとトイレがあるく
らいで、数ヵ所にコンビニエンスストアがあるというような簡単
な施設であった。この400kmを越える移動は、今回の研修で最
も長距離の車移動となったが、改めて中国の国土の大きさを体
感するものであった。河口から昆明までの間には、農村地帯や
工業地帯などがあった。農業地域では、
簡素な家が農地の中に点在するような
地区や、大規模に整備された畑・果樹
園の多い地区があり、一方で、工業化
が進んでいる地域では、非常に大きな
集合住宅や政府の施設なども作られて
おり、移動の際、中国の格差や急速な
発展を目の当たりにした。
　昆明到着後は、夕食を済ませ、早
めに休んだ。夕食でいただいたフォー
は、ベトナムのフォーと麺の形や太さ、
柔らかさ等が全く異なっていた。また、
この地方独特の食べ方（熱いス プーの
中に、薄切りにした肉や魚、野菜、麺を入れて熱を通していく）
にも、この地方ならではの工夫・言い伝え・教訓などが込められ
ているということで、同じ起源の料理であっても、それぞれの土
地の文化や習慣に応じた形に変化していくということを改めて感
じた。このような文化の違いを認め合い、その土地の文化に合わ
せた形で、食環境の安全・安心に向けた取り組みを行うことが重
要であると思った。
2011年 8月30日（火）：中国（昆明）
07:45 朝食
08:20 卸売市場へ出発
09:50 呈貢県卸売市場見学、食品安全公安委員会と呈貢
龍城農産品経営株式会社へのインタビュー
写真27: 昆明へ移動
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14:00 昼食
14:30 中林佳湖標準化農貿市場見学
16:05 大型スーパーマーケット（Walmart）見学
18:30 夕食
　昆明2日目には、卸売市場と新興住宅地域が中心となり運営
する市場、大型スーパーマーケットを訪問し、それぞれの衛生管
理・衛生状況等の違いに注目した調査を行った。最初に訪問した
呈貢県卸売市場は、雲南最大の卸売市場ということで、露天と
屋根つきの区画のかなり広い敷地の中に、多くの人が店を構えて
いた。露天部分は舗装もされていない場所で、野菜を運びこむ
トラックが走るたびに、砂埃が舞い上がり、とても食品を扱って
いるとは思えない環境であった。この市場で商売をしている人々
は、自分で作った野菜を売る場合と、野菜を仕入れ仲介業者と
して販売する場合の2つに分けられる。販売促進のための工夫
として、見た目を良くすることに気を配っており、洗って、形をそ
ろえてまとめるというような手間をかけている方々もいた。また、
この市場は大きく、大勢の人が訪れるため、別の地方からわざわ
ざ売りに来る人も多いとのことであった。ここで、実際に販売さ
れている方に食品安全に対する取り組みについて伺ったところ、
この市場の管理委員会が、3 ヵ月に数回、残留農薬や衛生管理
について抜き打ち調査を実施し、違反をすると罰金が科せられる
ということであった。加工食品や精肉などは屋根つきの区画で販
売されていた。雲南は気候が涼しいこ
ともあり、市場でよく感じる異臭等は
気にならなかったが、ヤギの頭や骨、
内臓等が店先に置いてあった点が、
衛生上の問題として気になった。また、
加工食品を扱うお店の方は、スーパー
マーケットが主流になり、あまり売れ
ないとおっしゃっていた。衛生管理委
員会の方々にもお話を伺った。今後、
この市場を拡大して近代的なショッピ
ングセンターにする計画が立ちあがっ
ており、2012年には完成予定とのこ
とであった。それに伴い、現在の呈貢
県卸売市場は閉鎖されるということであった。大型ショッピング
センターを建設し、きちんとした食品安全・衛生管理のできる業
者のみを選定し、ショッピングセンター内での商売を許可すると
いうことで、安全性の観点から非常に良くなると思われる。しか
し、消費者と販売者（生産者）の距離は遠くなり、また価格の上
昇などによりごく一部の階層しか購入できないなど、別の問題が
生じる可能性もあるだろう。また、新しいショッピングセンター
に入れる業者は、ごく一部であり、呈貢県卸売市場で働く多くの
人が失業する事態に陥る。中国の急速な発展の中、貧富の差の
拡大の一要因を見た。
　2つ目に見学させて頂いた中林佳湖標準化農貿市場は、雲南
省が管理している中規模市場であり、市場周辺にある新興住宅
地域の住民などをターゲットにした市場であるとのことであった。
我々が訪れた時間帯は、消費者があまりいない時間帯であった
ため、非常に閑散とした印象を受けたが、野菜の陳列の仕方や
魚介類の販売の仕方など、非常に日本と似ており、清潔感のあ
る市場であった。この市場では、毎朝残留農薬検査が行われ、
合格した物のみ販売するシステムになっていた。また、生肉に関
しても認証がないと販売できないなど、非常に衛生管理がしっ
かりされていた。また、それが消費者に分かるように市場の入口
に検査結果等が掲示してあった。この市場は、スーパーマーケッ
トに比べると利用者が少ないとのことであったが、新興住宅に住
むような階層には、食品安全に関心を持つ人が多いということが
分かった。
　大型スーパーマーケットでは、肉や魚は冷蔵状態で販売されて
おり、衛生状況は最初の市場に比べかなり良いと感じた。野菜
などに関しては、産地が記載されていたり、有機野菜等には認
証シールを貼って個包装されていたりと、日本のスーパーマーケッ
トと似たような形態で食品が売られていた。一方、骨付きの肉
を多く扱っている点や量り売りが多い点、油や牛乳などの1パッ
クの量がかなり多いことなどが、日本とは異なる。スーパーマー
ケットの利用客数はかなり多く、一ヵ所で全てが揃う簡便さや衛
生状況のよさなどの安心感がその要因のひとつであると考えられ
た。
写真28: 商品の陳列状況
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2011年 8月31日（水）: 中国（昆明）
08:00 朝食
08:30 世界園芸博覧園（植物園）
へ出発
09:20 植物園到着（植物園見学、
パビリオン見学、チベッ
ト仏教）
12:30 有機野菜農園見学、昼ご
はん
14:30 雲南財経大学（WWFの方
からのプレゼンと食の安
全について質疑応答）
18:30 雲南財経大学学生との意
見交換&交流会（夕食）
　昆明3日目には、雲南省の多様な環境について学ぶため、世界
園芸博覧園を訪問した。雲南省の多様な植物や中国の伝統的な
建築などが地方ごとに紹介されており、環境・気候に応じた建築
などを見学することで、中国の文化や生活に触れることができた。
　午後からは、雲南財経大学でセミナーに参加し、WWFの中国
事務局の呉於松氏から、中国とチベットの国境地域において起
こったマツタケをめぐる環境破壊とその後の環境回復・地域調和
に関するお話を伺った。日本輸出用にマツタケが乱獲され、環
境破壊が発生したものの、地域の調和・協力によって、環境回復
できた事例を聞き、私達の食生活が、
多くの人に支えられていること、思い
の他様々な方面に影響を及ぼしている
ことなどを考えさせられた。また、地
域の発展を妨げず、環境保全を進め
る困難さや、実行に向け地域全体の
協力、時には宗教関係者などの、信
仰心を活用する方法も必要なのだとい
うことを思い知った。
　セミナー後、日本の学生と雲南財経
大学の学生や講師の先生の間での質
疑応答を行った。日本の学生からは、
中国における抗菌剤の現状や中国の近代化に伴う農地の減少な
どについて、積極的な質問があった。中国の学生からは、3月の
地震に伴う原発の状況や、それによる食品汚染についての質問、
日本の食品衛生管理の基準等についての質問があったが、日本
の学生は専門的に扱っていないということもあり、うまく説明で
きず、自国について、もっと知る必要があると強く感じた。
　雲南財経大学の学生との交流会も行ったが、両国の学生でコ
ミュニケーションを取り、打ち解けていた様子であった。研修当
初はなかなか外国の方とのコミュニケーションが取れなかった様
子もあったが、身振り手振り、筆談などを交え、積極的に交流
しようという姿勢に変化した。この変化も、本研修プログラムに
参加したことで得られた成果のひとつ
である。
　この交流会をもって、約2週間にわ
たる研修プログラムの全予定が終了し
た。早朝からの活動、慣れない暑さ
の中移動も多く、体力的に厳しい研
修ではあったが、途中、当初からの
予定によりハノイで帰国した2人も含
め、全員が無事に研修を終えること
ができた。
2011年9月1日（土）: 中国（昆明）
05:20 ホテル出発
07:30 昆明⇒上海⇒関西（飛行機）
16:50 関西空港到着　解散
3.3  学生による研修のまとめ
【2011年8月28日（日）: ベトナムと中国（サバとラオカイと河口市）】
担当：荒井由貴、永野貴士
　朝に寝台列車でラオカイに到着し、車でサパに移動した。朝
食後、トレッキングツアーに出かけた。サパには色々な民族が住
んでおり、彼らは衣装によって自分たちの仲間を見分けているそ
うだ。少数民族のモン族の人たちが一緒に歩きながら、自分た
ちの作品を見せてくれた。途中、小学校及びそれに付属する保
健センターを見学した。保健センターでは学生の検診も行ってい
写真29: 冷蔵肉
写真30:世界園芸博覧園の入場口
写真31: 日中学生間の交流会
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るそうで、センター長は医師免許も取得しているとのことだった。
また、ここでは少子化を推奨するポスターが飾られており、コン
ドームを無料配布していた。女性の職業訓練センターもあり、布
の編み方を教えているそうだ。
　昼食を取り、市場を見学した後ラオカイに戻り、歩いてベトナ
ムと中国の国境を渡った。思先生のお言葉通り「国境を体験する」
ことは貴重な体験であり、国境の意味を考えさせられた。
　3時間に渡るトレッキングツアーで少し疲れたが、皆元気な様
子で思先生に会うことができた。
【2011年 8月29日（月）: 中国（河口市と昆明）】
担当：上田藍子、渡邊智子
　本日は、河口康源衣貿市場へ行き、その後、昆明へ移動した。
河口地域は、発酵技術ともち米の発祥の地であり、市場では様々
な発酵食品やもち米加工品が販売されていた。また、数多くの
生薬も販売されており、医食同源との言葉の通り、生薬や発酵
食品を食事に取り入れる文化に先人の知恵を感じた。
　夕食では、昆明名産である『過橋米線（昆明のフォー）』をいた
だき、『食とは何か』というテーマのもと、思先生よりその由来に
ついて話をして頂いた。食べ物には物語や文化的背景があり、
食事は私達に様々なことを教えてくれる。例えば、協力してもの
を作ること、コミュニケーション、我慢することなどが挙げられる。
近年では食事の形態の選択肢が広がり、外食や孤食が増え、こ
のような食から学ぶ機会が少なくなった。我慢のできない子ども
が増えた要因の1つとも言われている。食の安全面だけではなく、
食事のありがたさについても改めて考える機会となった。
　明日は市場とスーパーマーケットでの調査となる。研修も終盤
となるので、体調管理に気をつけて皆で頑張りたい。
【2011年 8月30日（火）: 中国（昆明）】
担当：永野貴士、若林真美
　午前中に雲南省最大の食品卸売市場（呈貢県）を見学した。こ
こで販売されている野菜は、工場などへ出荷した後に余った野菜
であるとのことだった。売り方の形態としては、①野菜などを作っ
た農民自身が販売する、②販売専門の人（農家から仕入れる）が
販売するという2通りがあった。この市場は、移転のための仮の
市場とのことであるが、この地域最大で多く売れるため、ほかの
地域の人もわざわざこの市場に来て販売しているとのことだった。
販売する人の中には、政府の開発計画により土地を失った農民も
いた。食品安全に関しては、この市場を管理している委員会の人
が、3 ヵ月に1、2回、残留農薬、衛生管理、倫理調査（人をだま
していないか）などについて、抜き打ちで検査している。違反した
場合には、罰金が科せられ、商品は没収されるとのことだった。
タイ・ベトナムなど、これまで見学してきた市場と比べ、野菜など
は整然と並べられており、あまり悪臭も感じず、涼しかったことも
あって、個人的には衛生状態は良いのではないかと思った。
　呈貢県では、野菜・果物の栽培が盛んな地域であり、卸売市
場が発展した。呈貢龍城農産品経営（株）でのインタビューによ
ると、その卸売市場のランクを上げて、呈貢老街という近代的
市場兼ショッピングモールを建設中であるとのことだった。2012
年には完成予定で、現在の臨時卸売市場は閉鎖されてしまう。
急速な近代的市場の開発により、食品の衛生管理水準が向上す
る一方、生産者と消費者の間に業者などが入り距離ができつつ
ある過程について学ぶことができた。
　続いて、中林佳湖標準化農貿市場という国が管理する昆明市
内の中小規模市場の見学を行った。ここでは、国の基準のみを
満たす人のみが販売でき、朝には残留農薬チェックを行ったり、
肉屋は検疫合格証と殺証明書がないと販売できないなど、管理
が行き届いている印象を持った。しかし、このような市場はスー
パーと比べると利用客が少ないとのことであった。
　外資系の大規模スーパーの調査では、日本のスーパーとの違
いを感じた。日本のスーパーでは、肉はパックで正肉が多く売ら
れているが、ここでは、パック詰もあったものの、それ以外に、
氷の上に鳥が丸ごと一羽乗せられていたり、足があったり、骨付
きのぶつ切りで売られているものが多く、食文化の違いを感じた。
野菜は、検査済みシールを貼り、パックで売られているものもあ
り、温度管理、安全保証シールなど、きちんとした管理がなさ
れていて、安全・安心な食料品を提供していると感じた。
【2011年 8月31日（水）: 中国（昆明）】
担当：荒井由貴、上田藍子
　午前中は、昆明世界園芸博覧園（植物園）に行った。昆明世界
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園芸博覧園は1999年に行われた「中国′99昆明世界園芸博覧会」
の跡地に作られた植物園である。昆明が位置する雲南省は花や
お茶の名産地であり、日本や韓国、ヨーロッパの国々にそれらの
輸出を行っている。植物園では、熱帯・温帯・寒帯で生育する様々
な国の植物を観察でき、生物の多様性を感じることができた。
また、中国の各地方の伝統的な庭園や世界各国のパビリオンも
あり、これらを見学することで文化的な多様性にも触れることが
できた。
　その後、植物園の近くの有機野菜農園を見学し、農園内のレ
ストランで昼食を取った。最近は中国でも残留農薬の問題に敏
感な人が増えてきており、有機野菜を使った料理が人気だそうだ。
　午後から昆明財経大学に訪問した。WWFの方から、経済発
展と自然保護に関する講義を聞いた。講義では、雲南省のある
地域でのマツタケの生産に関するプロジェクトを紹介して下さっ
た。プロジェクト開始前は、その地域は豊かな自然を有していな
がら中国で最も貧困な地域とされていたが、生態系と現地の人々
の調和に重点を置きながら、現地の農産物であるマツタケの生
産量を伸ばし貧困の解消を実現することができたそうである。プ
ロジェクトにおいては、現地の人々の“環境を保護する意識”が
大切であると話して下さった。講義の後、雲南省で政策研究に
携わる先生や、大学院生の方 と々質疑応答を行い、中国での添
加物使用について質問した。現状では普遍的に使用されている
そうだが、
1. 生産者の顔が見えるプロジェクト
2. 大きな企業を育て、安定した管理しやすいシステムの構築
3. 残留農薬の入りの食品を使用した飲食店との連帯責任
といった解決策により、現状を改善していくと述べていた。
　質疑応答の後、先生や大学院生の方たちとの交流会を兼ねて
夕食に出かけた。中国の学生の方々は私たちを歓迎し、楽しく
交流することができた。
　今回の海外研修を通じ、様々な視点から食と環境の安全につ
いて考え、大変有意義な研修を行うことができた。各国でお世
話になった先生方、現地で関わった方々、研修のメンバーの皆様
に感謝申し上げたい。
